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はじめに

言語を媒体として人間とのコミュニケーションを図る

情報処理システム，特に，言語によって示される事態の

時間的関係を視覚化したり，形式化された時間情報を言

語化したりするなどの高度な情報変換を必要とするシス

テムにおいて，時間表現の意味を正確に理解する機能を

実現することは非常に重要である．

時間表現には，「 年」や「今日」のように暦が規

定する時間の区割りに基づいて特定の時間を指し示す表

現が存在する．この表現は，数を使って表される内容で

あり，時間表現の中で最も具体的な内容を提供する．本

論文では，この表現を「暦法的な時間指示表現」，以降

では，単に「暦表現」と呼ぶことにする．

暦表現の意味を考えた場合，それは質と量の二つの側

面を併せもつ．例えば，「 年」の意味の質的側面と

は，それが時間表現あるいは西暦年であるということで

あり，量的側面とは，それが紀元から 番目に位置

する年であるということである．

暦表現を取り扱った従来の研究を見た場合，そのほと

んどは，質的側面だけに着目した当該表現の認識方法

（「 年」が時間表現であると認識すること）や変換

方法 （「今日」を「 」と翻訳すること）の提案

であり，量的側面までも含めた理解方法 「 年」

を「紀元から 番目の年」と解釈すること について

はあまり議論されていないのが現状である．その理由と

して，情報抽出や機械翻訳における暦表現の認識や変換

は質的側面のみを必要とするからである．

しかしながら，冒頭で述べたような高度な情報変換を

行うシステムにおいて，暦表現の表す時間情報を変換す

る場合，そこには数値化可能な情報が含まれているので，

意味の量的側面にも着目する必要がある．

暦表現の量的な意味に関係する研究としては，本手法

のベースとなった らの手法 ，これより記述性

の高い らの手法 などがある．しかしながら，そ

こで提案されたいずれの手法においても，限定された範

囲の時間しか記述できない，あるいは，暦の区画にあっ

た時間しか記述できないなどの問題点を持つ．

そこで，本論文では，暦表現を対象として，その意味

の量的側面を記述するための手法を提案する．本手法で

は，暦表現の指し示す時間の範囲を時間指示式と呼ばれ

る式で表す．これは，従来，時点や期間，あるいは，そ

れらの集合という形で別々に記述されてきた暦表現の示

す時間の範囲を最終的にはコレクションという一つの数

値情報に変換するものである．

本論文の構成を次に記す． 章では，暦表現の意味的

な性質について述べる． 章では，暦表現の意味表現形

式である時間指示式を提案する．最後に， 章では，ま

とめと今後の課題について述べる．

暦表現

暦表現とは，暦に基づいて事態の歴史的な出現範囲を

指し示す表現であり，時間表現の中では，最も具体的な

内容を示す．暦表現の具体例を次に記す．

絶対暦表現
年 月， 月末日，日曜日，

年の第 週， 月と 月

相対暦表現
今日， 年後， 年から 年

後， 年ごと

暦表現には，絶対的なものと相対的なものの区分があ

る．前者は，時間を指示するときに基準とする時間が固

定されているものであり，後者は，そうでないものであ

る．本論文で対象とするのは，絶対暦表現とする．

暦表現の主要な役割は，事態の歴史的な出現範囲を指

し示すことである．暦表現によって示されるその範囲が

備える性質を考えた場合，少なくとも次の五つの性質が

挙げられる．

直線上の時間を指示すること

現代では，時間は限りなく伸びる直線として認識

されている．したがって，暦表現の指示する時間

は，その全体あるいは一部となる．

幅を持つ時間を指示すること

人間が認知できる時間には個人差はあるものの精

度において限界がある．また，日常的に指示され

る時間や，機器により測定される時間にも精度に



おいて限界がある．このようなことから，時間を

区間とみなすことのほうが妥当である．

一つ以上の時間を指示すること

暦表現には，「 年」のように単一の時間を指示

するものや，「 年と 年」のように複数の

時間を指示するものがある．つまり，暦表現は一

つ以上の時間を指示する．

暦をベースにして時間を指示すること

暦とは，ある規則に基づいて分割した時間の区画

に名前や番号を与えるものであり，それらを機能

語等の他の範疇の語とともに言語表現の中に配置

したものが暦表現である．したがって，暦表現は

暦をベースにして時間を指示する．

統合的に時間を指示すること

暦表現を構成する最小成分は，暦の区画に合致す

る時間を表すものである．その成分によって表せな

い時間は，成分同士を記述形式

等 や機能語と組み合わせることによって指示さ

れる．つまり，暦表現についても他の言語表現と

同様に，成分を統合して指示する時間を表すとい

う性質を持つ．

暦表現の意味表現形式

暦表現の意味表現形式として時間指示式を提案する．

時間指示式とは，時間軸上において定義されるコレク

ション，グラニュラリティー，演算子という三つの成分

から構成される式である．式中の演算子が示す各種演

算を適用することにより，時間指示式は最終的にコレク

ションに変換される．

以降では，時間軸，コレクション，グラニュラリティー，

時間指示式について述べる．

時間軸

本手法では， から までの整数を目盛りとし

て持つ数直線により時間を表すこととし，これを時間軸

と呼ぶ．時間軸は，前章で述べた意味的な性質のうちの

を満足するものである．

時間軸に関しては，さらに，基本単位とゼロ時間を導

入する．基本単位とは，時間軸に割り当てた時間の単位

であり，ゼロ時間とは，時間軸の原点 数直線の の目

盛り に対応付ける時刻のことである．

例えば，基本単位を「日」とし，ゼロ時間を「 年

月 日」とすると，時間軸上の に対応する時刻は，

「 年 月 日」となる．以降では，特に断らない限

表 インターバルに成り立つ基本関係

表 インターバルに成り立つ複合関係

り，基本単位とゼロ時間をそれぞれ，「日」と「 年

月 日」として話を進めていく．

コレクション

コレクションは，暦表現が示す時間の範囲を表すもの

である．コレクションの定義の前にまずその要素となる

インターバルを定義する．

時間軸上の相異なる二つの点を とすると

き，次のように定義される範囲 をインターバルと

呼ぶ．

インターバルは，意味的な性質のうちの を満足する

ものである．なお，特別なインターバルとして，

と を定義する

二つのインターバルの間には，表 に示すような

の基本的な関係が成り立つ．これらの関係は に

よって提案されたものであるが，それらの組み合わせの

うち，特に二つのものについては，表 に示すような関

係として定義する．

インターバルを要素とする集合において，そこに含ま

れるインターバルのすべての対に成り立つ関係が， ，

， のいずれかであるとき，この集合のことをコレク

ションと呼ぶ．コレクションは，意味的な性質のうちの

を満足するものである．

例えば，「 年」と「西暦」が指示する時間は，そ



れぞれ と で表される．

コレクションについて， ， ， ， という 種類の

演算子を以下に定義する．

演算子

は，「 に含まれる の前から 番目」という

表現に相当するものである．例えば，「 月」（ 年だ

けに限定，つまり， 年に含まれる月の 番目）の

意味は，

という式で表される． は，コレクション の各イン

ターバルに対して，それに覆われるコレクション の

インターバルのうち，先頭 のときは末尾 から

番目のインターバルからなるコレクションを返す．した

がって，先の式に演算を施すと，

というコレクションが求められる．

演算子

は，「 の 」という表現に相当するものである．

例えば，「 年の 月」（ 月は， 年から 年

までに限定）の意味は，

という式で表される． は，コレクション の各イン

ターバルに対して，それに覆われるコレクション の

インターバルからなるコレクションを返す．したがって，

先の式に演算を施すと，

というコレクションが求められる．

演算子

は，「 から まで」という表現に相当するも

のである．例えば，「 年から 年までの 月か

ら 月まで」の意味は，

という式で表される． は，コレクション の各イン

ターバルから，それと対応関係 基本的には順序が同じ

図 グラニュラリティー

位置 にあるコレクション のインターバルまでを覆う

最小のインターバルからなるコレクションを返す．した

がって，先の式に演算を施すと，

というコレクションが求められる．

演算子

は，「 と 」という表現に相当するものであ

る．例えば，「 年と 年」の意味は，

という式で表される． は，コレクション のインター

バルとコレクション のインターバルからなるコレク

ションを返す．したがって，先の式に演算を施すと，

というコレクションが求められる．

グラニュラリティー

グラニュラリティーとは，時間を，周期的に連鎖し，

かつ，整数によって識別可能なインターバルの系列に分

割するものである．これは，意味的な性質のうちの

を満足するものである．

任意に選んだ周期の開始位置を ， を含むインター

バルに対応付ける整数を ，周期内のインターバルの数

を ，周期内の区割りを示すインターバルの幅の列を

とすると（図 参照），これらのパラメータ

から定義されるグラニュラリティー を

と記す．また，インターバルに対応付ける整数 のこと

をインデックスと呼び，グラニュラリティー のイン

デックス に対応付けられたインターバルを で表

すことにする．



例として，週を表すグラニュラリティー を次に示す．

グラニュラリティーについて，次の演算子を定義する．

演算子

グラニュラリティーとインデックスの列をそれぞれ，

と とするとき，

と定義する．なお， 演算子の特別な記法として以下

のものを定義する．

演算子は，インデックスの列からコレクションを

生成するものであり，インデックスの列に整数全体が指

定された場合は，「毎…」という表現に相当する意味を表

す．例えば，「毎週」の意味は，

で表すことができる．

時間指示式

時間指示式とは，グラニュラリティーとコレクション，

そして，それらに対して定義された演算子から構成され

る記号列のことである．これは，意味的な性質のうちの

を満足するものである．時間指示式は，演算を施す

ことにより，最終的にコレクションへと変換される．

「 年」以外のいくつかの時間表現に対する時間指

示式を表 に示す．この表に示したとおり，時間指示式

を使えば，多様な暦表現の意味を記述することができる．

特に，「日曜日」のように無限に存在する時間帯を示

すような表現や，「 月末日」のようにある期間の末尾か

ら時間帯を示すような表現の意味を記述できるという点

は，時間指示式が持つ有用な特徴である．

また，時間指示式は，あらかじめ定めた枠組みの中に

値を埋め込むような限定的な表現形式ではなく，コレク

ションとグラニュラリティーをそれらに対する演算子を

表 暦表現に対する時間指示式
西暦

年 月

月末日

日曜日

年の第 週

月と 月

使って次々と結びつけ，最終的に示したい時間の範囲を

記述するような拡張的な表現形式である．拡張的という

性質は，多様な意味を記述するために自然言語に備わっ

ている性質であり，ゆえに，時間指示式を使えば，多様

な暦表現の意味を記述することができる．

おわりに

本論文では，暦表現の意味表現形式として時間指示式

を提案した．この式は，最終的にコレクションという数

値情報に変換することができるので，量的な側面からも

暦表現の意味を捉えることが可能になった．

今後の課題としては，まず，本手法の有効性を先行研

究との比較等によって評価することである．また，本手

法の適用範囲は，絶対暦表現に限られているので，「今

日」や「 日後」などの相対暦表現についても拡張する

必要がある．
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